
平成30年度における 
環境目標達成状況 

令和元年5月 
ＩＳＯ事務局 



  環境目標達成       環境目標未達成かつ前年度数値より改善   環境目標未達成かつ前年度数値より悪化 

平成30年度 
平成29年度 

(参考)     

各課共通 
項目 

1 
第3次調布市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の
目標達成 

2 
環境確保条例に係るＣＯ2総量削減義務制度対象施設の
光熱量に伴うＣＯ2排出量の削減 

3 グリーン購入の推進 

管財課 
項目 

1 電気使用の抑制 

2 ガス使用の抑制 

3 水道使用の抑制 

4 可燃物排出量の抑制 

5 資源化に適さない可燃物排出量の抑制 

6 不燃物排出量の削減 

7 資源化に適さない不燃物排出量の削減 
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市の事務事業の

CO2排出量削減  

基準値 

目的：第3次調布市地球温暖化対策実行計画 
    (事務事業編）の目標達成 
目標： H26年度のCO2排出量実績(14,859t-CO2)から 
    2.3%以上削減 

目標未達成： 

基準値に対し
て6.8％増 

前年度実績
（参考） 

※CO2換算係数は，第3次地球温暖化対策実行計画（事務事業編）に掲載している数値を各年度共に使用 

各課共通項目 

以下の原因が考えられる。 
①本庁舎   ・空気循環を促すために空調の送風量を増加したこと 
      ・変則勤務実施による空調運転時間を延長したこと 
      ・マイナンバー対応に伴うセキュリティ対策によるＰＣ端末を 
       増やしたこと 
②小中学校 ・クラス数の増加に伴う空調設備新設 
      ・特別教室への空調設備新設 
③児童館，学童クラブ 
      ・利用者が増加したことにより空調負荷が増加したこと 
④スポーツ施設 
      ・利用者が増加したことにより空調負荷が増加したこと 
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基準年度は平
成１５～１７年度
排出量の平均
値です。

環境確保条例に係る 

ＣＯ2排出量削減  

目的：環境確保条例に係るCO2総量削減義務制度対  
    象施設の光熱量に伴うCO2排出量の削減 
目標： H15～Ｈ17年度平均におけるCO2排出量 
    (5,297t-CO2)から17%以上削減 

基準値 

目標達成： 

基準値に対
して23.7％減 

前年度実績
（参考） 

各課共通項目 
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グリーン購入   

目的： グリーン購入の推進（本庁舎）  
目標：   グリーン購入率を９５％以上にする 

目標未達成： 

グリーン購入
率95％未満 

前年度実績
(参考） 

各課共通項目 

以下の原因が考えられる。 
・ガムテープ(紙・布）・タックラベル・マーキングペン等の 
 購入において，価格を優先して購入したことや，使用中の 
 物をそのまま購入したこと 
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電気   

目的： 電気使用量の抑制（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度における電気使用量   (1,148,439kWh) 
             を上回らないようにする 

目標値 目標未達成：
目標値に対し
て4.2％増 

前年度実績
(参考） 

管財課項目 

以下の原因が考えられる。 
 ・空気循環を促すために空調の送風量を増加したこと 
 ・変則勤務実施による空調運転時間を延長したこと 
 ・マイナンバー対応に伴うセキュリティ対策によるＰＣ端末を増やしたこと 
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ガス   

目的：  ガス使用の抑制（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度におけるガス使用量   (1,101㎥)を 
            上回 らないようにする 

目標値 
目標達成：
目標値に
対して
12.3％減 

前年度実績
(参考） 

管財課項目 
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水道   

目的：  水道使用の抑制（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度における水道使用量   (10,884㎥)を  
            上回 らないようにする 

目標値 前年度実績
（参考） 目標達成： 

目標値に対
して18.8％減 

管財課項目 
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可燃物排出量   
目的：  可燃物排出量の削減（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度における可燃系ごみの排出量  
            （89,513㎏）を上回 らないよう にする 

目標値 前年度実績
（参考） 

目標未達成：
目標値に対
して2.2％増 

管財課項目 

以下の原因が考えられる。 

・電子化により不要となった公文書，書類整理や課内整理において，過
年度及び募集期限の過ぎた冊子，封筒，帳票台帳，書類の排出が増え
たこと 

9 



6,102 
5,807 5,834 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

kg

平成２６年度 平成２９年度 平成３０年度

資源化に適さない
可燃物排出量  

目的：  資源化に適さない可燃物排出量の 
     削減（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度における資源化に適さない可
燃物排出量(6,102kg)を上回 らないよう にする 

目標値 前年度実績
（参考） 目標達成： 

目標値に対
して4.4％減 

管財課項目 
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不燃物排出量   

目的：  不燃物排出量の削減（本庁舎）  
目標：  Ｈ26年度における不燃系排出物排出 
    量(9,103㎏)を上回 らないようにする 

目標値 前年度実績
（参考） 目標未達成： 

目標値に対し
て11.2％増 

管財課項目 

平成２９年度から３０年度にかけての排出量減少について 
・環境管理委員会，ISO譜ﾟによる周知などにより，意識啓発を行ってきた。 

・平成３０年度の食堂閉鎖に伴いごみの増加が懸念されていたが，職員一人一人
の行動により，大きな影響とならなかった。 
・引き続き，周知を行っていく必要がある。 

以下の原因が考えられる。 
・電子化により不要となった書類に伴うバインダーの排出が増えたこと 
・倉庫整理や課内整理において不用品の排出が増えたこと 
・日常的に排出される弁当殻，ペットボトルが増えたこと 

平成２９年度から３０年度にかけての排出量減少について 
・環境管理委員会，ISO譜ﾟによる周知などにより，意識啓発を行ってきた。 

・平成３０年度の食堂閉鎖に伴いごみの増加が懸念されていたが，職員一人一
人の行動により，大きな影響とならなかった。 
・引き続き，周知を行っていく必要がある。 
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資源化に適さない

不燃物排出量  

目的：資源化に適さない不燃物排出量の 
     削減（本庁舎）  
目標：Ｈ26年度における資源化に適さない不
燃物排出量(1,477kg)を上回 らないよう にする 

目標値 前年度実績
（参考） 

目標未達成：
目標値に対
して45.0％増 

管財課項目 

以下の原因が考えられる。 
・電子化により不要となった書類に伴うバインダーの排出が増えたこと（再掲） 
・倉庫整理や課内整理において不用品の排出が増えたこと（再掲） 
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本庁舎の光熱使用量を二酸化炭素（CO2）排出量に換算した結果 
（ＩＳＯ14001環境マネジメントシステムの導入前の平成11年度と比較した削減効果） 

Kg- 
CO2 

H11  H12  H13  H14  H15  H16  H17  H18  H19  H20   H21  H22  H23  H24  H25  H26 H27 H28 H29 H30 
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震災 
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◆平成30年度は，平成11年度比38％のCO2排出量削減 
◆平成12年度から平成30年度までの累計で，3,780,333kg-CO2削減 
 

   この累計CO2削減量は，杉の木約27万本/年のCO2吸収量に相当 
   大きく成長した杉の木（50年で，高さが約20～30m）は1年間で平均して約14kgのCO2 を吸収するとされています。   
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